歌人斎藤茂吉考 -特に第二歌集「あらたま」と其の編集完了前後- by 鍋島 直共
歌
人
斎
藤
茂
吉
考
-
特
に
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
と
其
の
編
集
完
了
前
後
-
鍋
島
直
共
(
昭
和
三
十
七
年
九
月
八
日
)
和
歌
革
新
の
先
頭
に
立
っ
た
与
謝
野
鉄
幹
に
よ
っ
て
新
詩
社
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
で
あ
っ
た
O
そ
の
翌
年
の
明
治
三
十
三
年
に
は
、
機
関
雑
誌
「
明
星
」
が
発
刊
さ
れ
、
浪
漫
派
詩
歌
の
全
盛
を
招
来
し
た
｡
し
か
し
明
治
四
十
年
頃
に
な
る
と
、
自
然
主
義
文
学
が
流
行
し
、
そ
れ
が
歌
壇
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
為
に
、
明
星
派
の
浪
漢
的
傾
向
は
襲
え
、
自
然
主
義
的
な
自
己
否
定
や
官
能
的
な
傾
向
を
持
っ
た
歌
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
明
治
四
十
一
年
に
は
、
「
明
星
」
は
廃
刊
さ
れ
て
い
る
｡
歌
誌
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
其
の
年
で
あ
る
｡
こ
の
歌
誌
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
伊
藤
左
千
夫
を
中
心
と
し
て
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
万
葉
調
に
よ
る
現
実
主
義
歌
風
は
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
｡
ア
ラ
ラ
ギ
の
歌
風
の
基
調
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
左
千
夫
の
情
熱
的
性
格
と
同
人
長
塚
節
の
鋭
利
な
感
情
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
、
左
千
夫
門
下
の
島
木
赤
彦
・
斎
藤
-
I
二
茂
吉
ら
に
受
げ
っ
が
れ
、
こ
の
派
の
歌
風
は
世
人
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
理
想
と
す
る
歌
論
は
、
赤
彦
と
茂
吉
と
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
、
共
に
写
生
重
視
の
点
で
は
同
じ
だ
が
、
赤
彦
が
主
に
東
洋
的
静
寂
枯
淡
を
目
ざ
し
て
実
作
を
重
ん
じ
た
の
に
比
べ
、
茂
吉
は
主
に
実
相
に
観
大
し
て
写
生
の
歌
を
作
る
と
い
う
「
実
相
観
入
」
を
提
唱
し
た
点
は
注
目
に
価
す
る
も
の
が
あ
る
｡
特
に
斎
藤
茂
吉
の
処
女
歌
集
「
赤
光
」
(
大
正
二
年
十
月
、
東
雲
堂
書
店
刊
行
)
の
出
現
は
歌
壇
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
｡
こ
の
彼
の
処
女
歌
集
「
赤
光
」
に
は
、
彼
の
二
十
四
歳
(
明
治
三
十
八
年
)
か
ら
三
十
二
歳
(
大
正
二
年
八
月
)
ま
で
の
作
歌
八
三
四
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
第
一
歌
集
と
し
て
、
次
々
に
、
都
合
第
十
七
歌
集
ま
で
編
年
の
歌
集
が
出
た
｡
尤
も
他
に
、
「
朝
の
登
」
(
大
正
十
四
年
)
等
の
自
選
歌
集
や
歌
論
、
研
究
書
な
ど
が
出
て
い
る
が
、
此
等
の
自
選
歌
集
や
歌
論
、
研
究
書
は
し
ば
ら
-
描
-
と
し
て
も
、
彼
の
青
年
時
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
彼
の
旺
盛
な
作
歌
精
神
と
其
の
展
開
は
、
(
註
1
)
編
年
歌
集
第
一
巻
か
ら
第
十
七
巻
に
亘
る
彼
の
作
歌
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
｡
彼
は
後
年
「
作
歌
四
十
年
」
の
中
で
、
「
顧
み
れ
ば
、
実
に
い
ろ
い
ろ
の
試
み
を
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
う
し
て
兎
も
角
も
此
処
ま
で
歩
い
て
来
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
も
歌
が
好
き
で
、
断
え
ぬ
動
揺
を
体
験
し
っ
つ
、
歌
が
罷
め
ら
れ
な
か
っ
た
結
果
に
他
な
ら
ぬ
｡
」
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
彼
は
「
断
え
ぬ
動
揺
」
を
い
つ
も
熟
視
熟
考
し
っ
つ
体
験
し
て
行
っ
た
の
で
、
彼
の
歌
に
は
成
長
が
あ
っ
た
o
歓
喜
が
あ
っ
た
｡
余
程
の
情
熱
と
精
進
と
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
単
に
歌
が
好
き
だ
と
言
っ
た
程
度
で
は
、
自
分
の
ぽ
う
だ
い
言
わ
ば
「
人
生
記
録
」
と
も
言
う
べ
き
程
の
貴
重
な
、
而
も
彪
大
な
作
品
を
死
に
至
る
迄
製
作
し
放
け
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
不
可
能
な
こ
と
だ
と
'
わ
た
-
L
は
思
う
｡
そ
こ
に
は
や
は
り
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
常
に
自
分
の
生
活
を
し
っ
か
り
凝
視
し
て
い
っ
た
彼
の
た
ゆ
ま
ざ
る
真
撃
な
生
活
体
験
と
情
熱
的
な
彼
の
「
生
活
即
歌
」
の
旺
盛
な
作
歌
精
神
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
｡
こ
こ
に
於
い
て
、
彼
の
編
年
歌
集
全
十
七
巻
と
い
う
す
ば
ら
し
い
業
績
も
う
な
ず
け
る
わ
け
で
あ
る
｡
就
い
て
は
、
「
赤
光
」
の
次
に
、
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
が
出
た
｡
彼
の
三
十
二
歳
(
大
正
二
年
九
月
)
か
ら
三
十
六
蔵
(
大
正
六
年
)
ま
で
の
作
歌
七
五
〇
首
、
大
正
十
年
一
月
、
春
陽
堂
刊
行
｡
第
三
歌
集
は
「
つ
ゆ
じ
も
」
で
あ
る
｡
彼
の
三
十
七
歳
(
大
正
七
年
)
か
ら
四
十
歳
(
大
正
十
年
)
ま
で
の
作
歌
七
〇
六
首
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
四
歌
集
「
遠
遊
」
は
、
四
十
一
歳
(
大
正
十
一
年
)
か
ら
四
十
二
歳
(
大
正
十
二
年
七
月
)
ま
で
の
作
歌
六
二
三
首
(
全
集
は
二
首
増
補
し
て
六
二
五
首
)
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
五
歌
集
「
遍
歴
」
は
、
四
十
二
歳
(
大
正
十
二
年
七
月
)
か
ら
四
十
四
歳
(
大
正
十
四
年
一
月
)
ま
で
の
作
歌
八
二
八
首
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
六
歌
集
「
と
も
し
び
」
は
、
四
十
四
歳
(
大
正
十
四
年
)
か
ら
四
十
七
歳
(
昭
和
三
年
)
ま
で
の
作
歌
九
〇
七
首
(
第
二
刷
で
は
九
〇
八
首
、
全
集
で
は
九
一
二
首
)
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
七
歌
集
「
た
か
は
ら
」
は
、
四
十
八
歳
(
昭
和
四
年
)
か
ら
四
十
九
歳
(
昭
和
五
年
)
ま
で
の
作
歌
四
五
四
首
、
昭
和
二
十
五
年
六
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
八
歌
集
「
連
山
」
は
、
四
十
九
歳
(
昭
和
五
年
秋
冬
)
の
作
歌
七
〇
五
首
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
九
歌
集
「
石
泉
」
は
、
五
十
歳
(
昭
和
六
年
)
か
ら
五
十
一
歳
(
昭
和
七
年
)
ま
で
の
作
歌
一
〇
一
三
首
(
全
集
で
は
一
〇
二
五
首
)
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
十
歌
集
「
白
桃
」
は
、
五
十
二
歳
(
昭
和
八
年
)
か
ら
五
十
三
歳
(
昭
和
九
年
)
ま
で
の
作
歌
一
〇
一
七
首
(
全
集
で
は
一
〇
三
三
首
)
、
昭
和
十
七
年
二
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
十
一
歌
集
「
暁
紅
」
は
、
五
十
四
歳
(
昭
和
十
年
)
か
ら
五
十
五
歳
(
昭
和
十
一
年
)
ま
で
の
作
歌
九
六
九
首
(
第
二
刷
で
は
九
六
八
首
)
、
昭
和
十
五
年
六
月
'
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
十
二
歌
集
「
寒
雲
」
は
、
五
十
六
蔵
(
昭
和
十
二
年
)
か
ら
五
十
八
歳
三
四
(
昭
和
十
四
年
九
月
)
ま
で
の
作
歌
一
一
一
五
首
、
昭
和
十
五
年
三
月
、
古
今
書
院
刊
行
｡
第
十
三
歌
集
「
の
ぼ
り
路
」
は
、
五
十
八
歳
(
昭
和
十
四
年
十
月
)
か
ら
五
十
九
歳
(
昭
和
十
五
年
)
ま
で
の
作
歌
七
三
四
首
、
昭
和
十
八
年
十
l
月
'
岩
波
書
店
刊
行
0
第
十
四
歌
集
「
霜
」
は
、
六
十
歳
(
昭
和
十
六
年
)
か
ら
六
十
一
歳
(
昭
和
十
七
年
)
ま
で
の
作
歌
八
六
三
首
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
十
五
歌
集
「
小
園
」
は
、
六
十
二
歳
(
昭
和
十
八
年
)
か
ら
六
十
五
歳
(
昭
和
二
十
一
年
一
月
)
ま
で
の
作
歌
七
八
二
首
(
全
集
で
は
八
四
三
首
)
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
第
十
六
歌
集
「
白
き
山
」
は
、
六
十
五
歳
(
昭
和
二
十
一
年
)
か
ら
六
十
六
歳
(
昭
和
二
十
二
年
)
ま
で
の
作
歌
八
二
四
首
(
全
集
で
は
八
五
〇
首
)
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
最
後
の
第
十
七
歌
集
「
つ
き
か
げ
」
は
、
六
十
七
歳
(
昭
和
二
十
三
年
)
か
ら
七
十
一
歳
(
昭
和
二
十
七
年
)
ま
で
の
作
歌
九
七
四
首
(
全
集
で
は
九
八
二
首
)
、
彼
没
後
の
昭
和
二
十
九
年
二
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
わ
た
-
L
は
、
彼
の
第
一
歌
集
「
赤
光
」
か
ら
晩
年
の
作
品
の
第
十
七
歌
集
「
つ
き
か
げ
」
ま
で
の
夫
々
の
歌
集
を
、
彼
の
年
令
(
年
代
)
過
程
と
所
収
歌
数
の
相
に
お
い
て
瞥
見
し
て
み
た
の
も
、
彼
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
が
、
そ
ん
な
点
に
於
い
て
、
ど
ん
な
位
相
に
あ
る
か
を
見
た
い
為
で
あ
っ
た
｡
蓋
し
、
所
収
歌
数
の
順
位
で
は
、
こ
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
は
十
七
歌
集
中
で
、
第
十
二
位
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
で
は
歌
数
の
さ
し
て
多
い
歌
集
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
中
位
以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
、
こ
の
「
あ
ら
た
ま
」
や
、
そ
の
前
の
「
赤
光
」
は
、
彼
の
一
生
を
通
じ
て
の
歌
風
の
基
調
を
な
す
も
の
を
腔
胎
し
て
行
っ
た
点
で
は
、
こ
れ
ら
十
七
歌
集
の
中
で
も
、
特
殊
性
を
も
っ
た
重
要
な
歌
集
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
殊
に
「
あ
ら
た
ま
」
は
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
言
わ
ば
、
烈
し
-
歌
い
あ
げ
ら
れ
た
「
赤
光
」
の
生
命
の
行
惰
性
が
次
第
に
客
観
的
な
、
現
実
的
な
ふ
か
ま
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
で
も
言
え
よ
う
｡
彼
に
あ
っ
て
は
、
二
十
四
歳
頃
か
ら
三
十
六
歳
頃
迄
の
、
青
年
期
頃
の
こ
の
よ
う
な
歌
風
が
、
彼
の
老
成
期
の
歌
風
に
ま
で
も
強
く
響
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
だ
と
思
う
｡
そ
こ
で
、
わ
た
く
L
は
此
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
を
考
察
す
る
前
に
、
「
そ
の
前
に
出
た
」
と
言
う
よ
り
も
、
「
あ
ら
た
ま
」
の
母
胎
と
も
な
っ
た
と
言
え
る
第
一
歌
集
「
赤
光
」
を
こ
こ
で
し
ば
ら
-
考
え
て
み
た
い
｡
同
じ
く
、
「
赤
光
」
の
歌
と
は
言
っ
て
も
、
子
規
の
歌
の
模
倣
や
、
左
千
夫
の
指
導
の
下
に
あ
っ
て
、
作
歌
技
法
の
修
得
に
つ
と
め
た
、
「
赤
光
」
の
初
期
と
も
言
う
べ
き
、
明
治
三
十
八
年
か
ら
明
治
四
十
二
年
ま
で
の
作
品
を
先
ず
見
ね
ば
な
ら
な
い
｡
こ
の
作
歌
入
門
期
と
も
い
う
べ
き
時
期
の
作
品
に
も
、
既
に
彼
の
個
性
が
明
ら
か
に
打
ち
出
さ
れ
、
作
歌
表
現
が
線
の
太
い
具
象
的
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
｡
あ
け
か
ぎ
ろ
ひ
の
夕
べ
の
空
に
八
重
な
び
-
朱
の
旗
ぐ
も
遠
に
い
ざ
よ
ふ
今
し
い
ま
年
の
来
る
と
ひ
む
が
し
の
八
百
う
ず
潮
に
茜
か
が
よ
ふ
明
治
四
十
三
年
か
ら
明
治
四
十
四
年
に
か
け
て
は
、
「
赤
光
」
の
歌
の
世
界
が
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
'
細
み
づ
に
な
が
る
る
砂
の
片
寄
り
に
静
ま
る
ほ
ど
の
う
れ
ひ
な
り
け
り
あ
け
び
加
苔
な
-
ろ
く
散
る
通
草
の
花
の
か
な
し
さ
を
稚
く
て
こ
そ
お
も
ひ
そ
め
し
か
雨
に
ぬ
る
る
広
葉
細
葉
の
若
葉
森
あ
が
言
ふ
声
の
や
さ
し
く
き
こ
ゆ
お
の
が
身
を
い
と
ほ
し
み
つ
つ
帰
り
来
る
夕
細
道
に
柿
の
花
落
つ
も
と
い
う
よ
う
な
'
彼
の
作
品
な
ど
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
漸
次
微
妙
な
情
緒
や
感
覚
が
表
出
さ
れ
て
き
た
｡
こ
の
明
治
四
十
三
年
は
、
彼
が
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
年
で
あ
っ
て
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
は
巣
鴨
病
院
と
大
学
教
室
に
勤
務
し
た
、
こ
の
頃
か
ら
、
彼
の
作
歌
態
度
が
一
層
積
極
的
と
な
っ
て
'
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
編
集
に
も
益
々
情
熱
を
燃
や
し
た
｡
五
六
(
註
2
)
い
き
「
短
歌
は
直
ち
に
生
の
あ
ら
は
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
従
っ
て
ま
こ
と
の
短
歌
は
自
己
さ
な
が
ら
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
」
こ
れ
は
そ
の
頃
の
彼
の
作
歌
的
自
覚
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
う
か
が
う
に
は
、
実
に
適
当
な
言
葉
だ
と
思
う
｡
大
正
元
年
、
大
正
二
年
と
な
る
と
ノ
い
よ
い
よ
意
慾
的
に
歌
境
や
歌
材
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
意
気
が
見
え
、
表
現
力
も
強
く
な
り
、
益
々
鮮
明
な
主
観
が
表
出
さ
れ
て
き
て
、
多
彩
な
作
品
が
展
開
し
て
い
る
｡
大
正
元
年
頃
の
次
の
「
研
究
室
二
首
」
を
み
て
も
'
そ
の
一
端
が
う
か
が
え
る
と
思
う
｡
を
さ
な
児
の
遊
び
に
も
似
し
我
が
け
ふ
も
夕
か
た
ま
げ
て
ひ
も
じ
か
り
け
り
カ
カ
せ
つ
蝣
f
ん
あ
け
び
屈
ま
り
て
脳
の
切
片
を
染
め
な
が
ら
通
草
の
は
な
を
お
も
ふ
な
り
け
り
扱
、
こ
こ
に
お
い
て
、
「
赤
光
」
を
全
体
と
し
て
み
る
時
に
は
'
彼
の
所
謂
「
生
の
あ
ら
は
れ
」
の
生
命
感
の
横
溢
と
人
間
感
情
の
あ
り有
の
健
の
吐
露
と
が
観
取
さ
れ
る
点
は
、
こ
こ
に
短
歌
の
健
界
の
近
代
化
が
あ
る
よ
う
に
思
う
｡
「
赤
光
」
は
、
大
正
十
年
に
多
-
の
削
除
改
作
が
試
み
ら
れ
て
、
歌
数
七
六
〇
首
所
収
の
「
改
選
版
」
が
出
た
｡
作
者
は
こ
れ
を
定
本
と
し
て
い
る
が
、
併
し
、
改
変
ヽ
ヽ
さ
れ
な
い
其
の
初
版
の
ま
ま
の
方
が
、
本
当
の
「
赤
光
」
時
代
の
「
歌
人
斎
藤
茂
吉
」
が
な
ま
の
ま
ま
に
、
に
じ
み
出
て
い
て
、
彼
の
歌
歴
を
た
ど
る
ス
タ
ー
I
と
も
言
う
べ
き
歌
集
で
も
あ
る
だ
け
に
、
愛
着
が
も
て
る
｡
殊
に
彼
は
す
ぐ
れ
た
重
要
な
作
品
に
は
余
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
り
手
を
加
え
ず
t
で
な
い
作
品
を
主
と
し
て
削
除
改
作
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
所
謂
で
な
い
作
品
に
こ
そ
へ
よ
-
其
の
人
の
あ
り
の
ま
ま
の
相
の
一
面
を
伝
え
て
い
る
場
合
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
歌
の
意
義
も
尊
さ
も
あ
る
も
の
だ
ろ
う
か
ら
、
削
除
改
作
は
惜
し
い
よ
う
に
私
は
思
う
｡
「
改
選
版
」
が
出
た
大
正
十
年
頃
に
な
る
と
'
も
う
「
赤
光
」
の
中
の
「
彼
」
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
大
正
十
年
頃
の
「
彼
」
を
も
っ
て
、
明
治
三
十
八
年
か
ら
大
正
二
年
の
間
の
「
彼
」
を
全
般
的
で
は
な
く
、
部
分
的
に
も
せ
よ
、
ひ
ね
-
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
｡
こ
の
よ
う
な
「
赤
光
」
の
あ
と
を
う
け
て
、
彼
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
が
生
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
集
は
、
彼
の
三
十
二
歳
か
ら
三
十
六
歳
の
間
の
作
歌
が
収
め
ら
れ
、
年
代
的
に
は
、
大
正
二
年
九
月
か
ら
大
正
六
年
に
亘
っ
て
い
る
｡
「
あ
ら
た
ま
」
の
初
期
と
も
い
う
べ
き
大
正
二
、
三
年
頃
の
彼
の
歌
に
は
、
「
赤
光
」
の
歌
風
の
連
続
的
な
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
思
う
｡
殊
に
、
次
の
よ
う
な
官
能
の
歌
が
見
ら
れ
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
畑
ゆ
け
ば
し
ん
し
ん
と
光
降
り
し
き
り
黒
き
蛙
蝉
の
目
の
み
え
ぬ
こ
ろ
ゥ
M
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ふ
り
漕
ぐ
あ
ま
つ
ひ
か
り
に
目
の
見
え
ぬ
黒
き
鱒
を
追
ひ
つ
め
に
け
り
あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
と
は
り
た
り
た
ま
き
は
る
我
が
命
な
り
け
り
立
に
あ
げ
た
第
三
首
目
の
歌
は
、
彼
自
身
も
官
能
的
な
歌
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
前
の
「
赤
光
」
に
み
ら
れ
る
高
調
さ
れ
た
生
命
感
が
殊
に
ひ
ら
め
い
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
｡
や
が
て
次
第
に
、
彼
は
自
分
の
生
活
の
中
の
寂
し
い
気
持
の
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
成
長
と
'
そ
れ
の
凝
視
と
に
と
も
な
っ
て
、
彼
の
歌
に
も
、
そ
の
よ
う
な
沈
静
の
あ
わ
れ
さ
が
に
じ
み
出
て
行
っ
た
｡
大
正
三
年
の
作
品
に
は
、
そ
れ
が
よ
く
う
か
が
え
る
｡
か
へ
る
ご
は
水
の
も
な
か
に
生
れ
い
で
か
な
し
き
か
な
や
浅
岸
に
寄
る
草
つ
た
ふ
朝
の
蛍
よ
み
じ
か
か
る
わ
れ
の
い
の
ち
を
死
な
し
む
な
ゆ
め
皇
ひ
し
ま
し
我
は
目
を
つ
む
り
な
む
裏
目
お
ち
て
鵠
ね
む
り
に
行
-
こ
ゑ
き
こ
ゆ
と
も
の
し
て
い
る
が
、
そ
の
頃
の
彼
を
伝
え
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
ろ
う
｡
大
正
三
年
末
頃
に
は
'
七
3
山
ふ
か
く
撃
し
た
り
仮
初
の
も
の
と
な
お
も
ひ
山
は
毅
L
も
ゆ
ふ
さ
れ
ば
大
根
の
菜
に
ふ
る
時
雨
い
た
-
寂
し
-
降
り
に
け
る
か
も
と
詠
ん
で
い
る
程
に
、
仏
典
や
芭
蕉
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
彼
の
言
葉
通
り
、
「
現
実
の
看
万
が
一
転
化
」
し
て
い
っ
た
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
る
｡
大
正
四
年
、
大
正
五
年
に
か
け
て
'
よ
う
や
く
「
梁
塵
秘
抄
'
&
m
芭
蕉
あ
た
り
の
句
」
か
ら
脱
げ
て
'
平
淡
に
、
ま
た
二
E
P
よ
り
現
実
的
と
な
っ
て
い
っ
た
.
い
そ
が
し
-
夜
の
廻
診
を
を
は
り
来
て
狂
人
も
り
は
蚊
帳
を
吊
る
な
り
し
L
)
と
い
さ
さ
か
の
為
事
を
終
へ
て
こ
こ
ろ
よ
し
夕
鍋
の
蕎
麦
を
あ
っ
ら
へ
に
け
り
大
正
六
年
1
月
に
は
、
右
の
歌
の
「
狂
人
も
り
」
を
や
め
、
巣
鴨
病
院
を
し
り
ぞ
い
て
t
L
ず
か
で
、
寂
し
い
気
持
を
、
更
に
彼
は
自
分
の
生
活
に
楽
し
ん
で
行
っ
た
｡
つ
ぎ
の
作
品
に
は
、
そ
れ
が
よ
-
う
か
が
え
る
｡
う
ち
わ
た
す
茎
は
ら
中
に
と
り
よ
ろ
ふ
青
葉
の
し
づ
け
さ
朝
の
ひ
か
り
に
石
の
間
に
砂
を
ゆ
る
が
し
湧
く
水
の
清
し
き
か
な
や
我
は
見
つ
る
に
立
に
あ
げ
た
第
二
首
目
の
歌
は
、
大
正
六
年
十
月
、
彼
ひ
と
り
箱
根
に
行
っ
た
時
の
「
浸
吟
」
の
中
の
l
作
だ
が
、
静
寂
な
自
然
の
中
に
は
な
た
れ
た
彼
の
観
察
眼
の
鋭
敏
さ
'
清
澄
さ
、
繊
細
さ
が
よ
-
う
か
が
え
る
作
品
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
そ
し
て
'
こ
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
は
「
長
崎
へ
」
の
一
連
の
作
品
で
も
っ
て
終
っ
て
い
る
｡
即
ち
、
箱
根
か
ら
帰
っ
た
彼
に
は
、
長
崎
医
専
教
授
の
辞
令
が
と
ど
い
た
の
で
あ
る
｡
い
つ
し
か
も
寒
く
な
り
つ
つ
長
崎
へ
わ
が
行
か
む
日
は
近
づ
き
に
け
り
尤
も
、
こ
の
一
連
の
作
品
の
中
に
は
、
長
崎
着
任
当
初
の
境
の
彼
の
作
品
も
入
っ
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
長
崎
へ
」
の
文
字
の
内
容
に
は
、
こ
の
、
場
合
、
「
長
崎
に
て
」
の
意
味
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
ヽ
ヽ
ヽ
蓋
し
、
彼
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
は
、
さ
き
の
「
赤
光
」
に
う
た
わ
れ
た
は
げ
し
い
挿
惰
性
が
内
ご
も
っ
て
、
現
実
的
な
ふ
か
ま
ヽり
を
見
せ
て
い
る
作
品
だ
と
言
え
よ
う
｡
そ
れ
は
、
こ
の
「
あ
ら
た
ま
」
に
収
め
ら
れ
た
作
品
に
お
け
る
彼
の
年
令
過
程
か
ら
み
て
も
'
そ
ん
な
こ
と
が
一
応
考
え
ら
れ
る
と
思
う
｡
即
ち
、
「
赤
光
」
に
み
る
「
生
の
あ
ら
は
れ
」
が
「
あ
ら
た
ま
」
に
お
い
て
は
、
八
開
m
「
実
相
」
や
「
自
然
」
と
か
を
重
視
し
、
「
自
然
・
自
己
一
元
の
生
」
の
描
写
に
ま
で
熟
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
｡
そ
し
て
、
そ
の
「
あ
ら
た
ま
」
の
風
は
、
彼
の
一
生
の
歌
風
の
基
調
だ
と
も
言
え
る
点
で
、
「
赤
光
」
と
共
に
彼
の
重
要
な
歌
集
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
「
あ
ら
た
ま
」
の
後
に
、
彼
の
長
崎
在
任
三
年
余
を
主
舞
台
と
す
る
第
三
歌
集
「
つ
ゆ
じ
も
」
が
出
た
の
で
あ
る
｡
さ
て
、
彼
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
は
、
作
品
所
収
末
期
の
大
正
六
年
に
、
其
の
草
稿
整
理
や
編
集
が
完
了
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
｡
つ
い
て
は
、
彼
の
長
崎
赴
任
の
大
正
六
年
十
二
月
冬
以
前
の
同
年
夏
の
時
分
に
'
日
頃
気
に
な
っ
て
い
た
「
あ
ら
た
ま
」
の
草
稿
整
理
を
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
言
う
わ
け
で
、
大
正
二
、
三
年
頃
あ
た
り
の
作
品
を
清
書
し
た
り
し
て
み
た
｡
し
か
し
、
大
正
六
年
夏
の
頃
の
彼
に
は
'
例
え
ば
、
大
正
三
年
頃
に
歌
っ
た
漢
語
や
仏
典
語
ま
じ
り
の
歌
が
、
既
に
し
っ
く
り
し
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
削
除
改
作
な
ど
や
っ
て
、
か
な
り
手
を
加
え
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
で
も
ま
だ
、
ほ
の
ぼ
の
と
諸
国
修
行
に
行
-
こ
こ
ろ
遠
松
か
ぜ
も
聞
く
べ
か
り
け
り
入
日
ぞ
ら
頭
が
ち
な
る
保
儒
ひ
と
り
い
ま
大
河
の
鉄
橋
わ
た
る
と
い
う
よ
う
な
歌
な
ど
に
も
'
彼
が
、
そ
の
頃
、
気
に
な
り
そ
う
な
語
が
見
え
る
よ
う
だ
｡
と
こ
ろ
が
、
彼
に
と
っ
て
は
、
実
に
思
九
10
い
が
け
な
い
長
崎
赴
任
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
て
、
不
安
定
な
彼
の
作
品
の
ま
ま
'
ま
た
草
稿
整
理
の
緒
に
も
つ
-
か
っ
か
な
い
う
ち
に
、
あ
た
ふ
た
と
、
彼
は
旅
仕
度
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
彼
は
草
稿
整
理
も
放
沸
し
、
そ
し
て
'
そ
の
草
稿
や
参
考
に
す
べ
き
雑
誌
切
抜
き
な
ど
も
'
東
京
に
お
い
た
ま
ま
で
、
急
速
長
崎
へ
出
立
し
た
0
思
う
に
、
彼
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
が
刊
行
さ
れ
て
、
世
に
出
た
の
は
、
大
正
十
年
一
月
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
、
殊
に
其
の
編
集
完
了
に
関
連
し
て
、
わ
た
く
L
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
'
こ
こ
に
記
録
し
て
直
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
も
、
其
の
編
集
完
了
と
い
う
こ
と
が
、
第
三
歌
集
「
つ
ゆ
じ
も
」
の
中
に
展
開
し
た
彼
の
闘
病
生
活
の
中
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
自
身
に
と
っ
て
も
、
掬
に
不
思
議
な
出
来
事
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡
そ
の
点
、
彼
に
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い
彼
の
「
歌
道
」
の
一
大
足
跡
が
し
る
さ
れ
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
｡
大
正
六
年
十
二
月
四
日
、
三
十
六
歳
に
し
て
、
長
崎
医
専
教
授
の
辞
令
を
も
ら
っ
た
彼
は
、
同
月
十
七
日
、
東
京
を
経
っ
て
長
崎
へ
向
っ
た
｡
九
州
に
入
っ
て
、
佐
賀
の
あ
た
り
を
通
過
す
る
際
に
、
彼
は
'
皇
も
佐
賀
駅
を
汽
車
す
ぐ
る
と
き
灰
色
の
雲
さ
む
き
山
を
し
ば
し
目
守
れ
り
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
寒
々
と
し
た
師
走
の
冬
空
に
起
伏
す
る
肥
前
の
連
山
の
風
情
は
、
長
崎
医
専
教
授
と
な
っ
た
彼
の
喜
び
に
も
似
ず
、
正
に
「
灰
色
」
だ
っ
た
｡
そ
ん
な
こ
と
は
、
そ
の
時
の
彼
の
心
境
に
、
何
か
対
照
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
n
9
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s
い
｡
と
に
か
-
、
そ
の
灰
色
の
雲
の
寒
々
と
し
た
山
々
は
、
彼
の
旅
す
る
心
を
不
思
議
に
も
引
き
つ
け
て
い
っ
た
｡
彼
は
長
崎
着
任
後
の
大
正
八
年
一
月
に
は
、
所
用
の
た
め
、
東
京
へ
帰
っ
た
が
、
そ
の
際
、
古
泉
千
樫
か
ら
「
あ
ら
た
ま
」
の
草
稿
整
理
や
編
集
な
ど
の
こ
と
に
就
い
て
の
す
す
か
も
あ
り
、
ま
た
、
「
あ
ら
た
ま
」
刊
行
に
つ
い
て
の
春
陽
堂
の
好
意
も
あ
っ
た
の
で
、
彼
は
勇
気
も
出
て
、
「
あ
ら
た
ま
」
の
草
稿
や
雑
誌
の
切
抜
き
な
ど
を
も
っ
て
長
崎
に
帰
っ
た
o
L
か
し
、
彼
の
多
忙
な
公
務
と
、
そ
の
頃
の
彼
の
不
自
由
な
独
り
住
ま
い
に
あ
っ
て
は
、
其
の
編
集
ど
こ
ろ
か
、
今
ま
で
の
自
分
の
作
品
に
つ
い
て
の
不
満
さ
え
も
新
し
く
出
て
き
て
、
中
々
作
歌
の
改
作
整
理
す
ら
は
か
ど
ら
ず
、
彼
は
落
胆
と
失
望
と
で
為
事
は
中
絶
さ
れ
た
｡
彼
は
長
崎
在
任
中
の
大
正
九
年
一
月
(
三
十
九
歳
)
、
そ
の
頃
猫
蕨
を
極
め
て
い
た
流
行
性
感
冒
に
か
か
り
、
六
月
は
じ
め
に
は
噂
血
し
た
o
そ
こ
で
何
よ
り
も
健
康
第
一
と
、
彼
は
総
べ
て
を
あ
き
ら
め
て
、
温
泉
教
(
雲
仙
)
、
唐
津
と
転
地
療
養
に
つ
と
め
た
｡
そ
し
て
、
大
正
つ
九
年
九
月
十
1
日
の
朝
、
今
ま
で
の
伴
れ
か
ら
離
れ
て
、
彼
一
人
、
唐
津
を
経
ち
、
佐
賀
県
の
古
湯
温
泉
に
や
っ
て
来
た
｡
そ
れ
は
、
勿
論
古
湯
に
の
ん
き
に
遊
び
に
果
た
の
で
は
な
か
っ
た
｡
と
に
か
-
'
大
正
九
年
夏
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
十
四
日
ま
で
、
約
二
十
日
間
、
温
泉
放
(
雲
仙
)
で
療
養
し
て
も
、
彼
の
病
気
は
中
々
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
｡
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
、
知
友
二
人
で
佐
賀
県
唐
津
海
岸
に
転
地
養
生
し
て
も
、
や
は
り
、
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
｡
そ
の
時
の
彼
の
心
情
は
'
次
の
彼
の
歌
に
も
反
映
し
て
い
る
と
思
う
｡
海
の
べ
の
唐
津
の
や
ど
り
し
ば
し
ば
も
噛
み
あ
つ
る
飯
の
砂
の
か
な
し
さ
孤
独
な
る
も
の
の
ご
と
-
に
目
の
ま
へ
の
日
に
照
ら
さ
れ
し
砂
に
蝿
居
り
こ
の
よ
う
な
彼
の
わ
び
し
さ
は
、
古
湯
に
や
っ
て
来
た
当
初
ま
で
は
や
は
り
続
い
た
｡
出
る
疾
も
か
な
り
多
く
、
血
の
色
が
ま
だ
か
な
り
つ
い
て
出
た
｡
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
彼
が
長
崎
赴
任
の
途
中
へ
佐
賀
平
野
の
尽
き
る
と
こ
ろ
に
見
え
る
灰
色
の
雲
た
だ
よ
う
山
々
を
望
め
遣
っ
て
は
感
慨
に
ふ
け
っ
た
の
も
、
何
か
因
縁
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
彼
が
そ
の
時
、
車
窓
か
ら
打
ち
望
め
た
肥
前
の
山
々
の
中
に
は
、
古
湯
温
泉
を
か
こ
む
山
々
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
.
一
一
繭
i
(
駐
4
)
「
僕
は
当
時
病
気
に
罷
っ
て
い
て
、
一
人
寂
し
く
明
暮
れ
て
、
未
来
の
こ
と
な
ど
全
く
諦
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
で
あ
る
｡
」
こ
ん
な
彼
の
所
懐
は
、
大
患
に
か
か
り
、
転
地
養
生
を
し
て
い
た
大
正
九
年
頃
の
、
彼
の
い
つ
わ
り
の
な
い
悲
痛
な
詠
嘆
で
あ
っ
た
｡
彼
は
、
長
崎
医
尊
で
は
、
精
神
病
学
や
法
医
学
を
講
じ
、
あ
わ
せ
て
、
病
院
で
は
、
神
経
精
神
科
の
珍
寮
に
も
当
っ
た
医
学
者
で
あ
り
、
ま
た
、
医
者
な
の
で
あ
っ
た
｡
そ
の
彼
が
、
自
分
の
健
康
に
自
信
が
も
て
な
-
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
常
人
の
場
合
よ
り
も
更
に
悲
哀
で
あ
り
、
致
命
傷
だ
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
O
彼
は
思
い
切
っ
て
、
総
べ
て
を
放
沸
し
、
大
正
九
年
の
大
半
を
入
院
生
活
と
文
字
通
り
転
々
と
し
て
転
地
凍
責
に
つ
い
や
し
た
｡
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
、
臆
病
で
も
な
け
れ
ば
、
退
嬰
で
も
な
か
っ
た
｡
専
門
の
医
学
に
、
そ
し
て
ま
た
、
好
き
な
歌
道
に
、
将
来
を
期
し
て
の
一
大
決
心
が
彼
の
心
の
裡
に
は
、
本
当
を
言
え
ば
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
情
熱
の
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
芸
当
だ
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡
勿
論
、
彼
は
専
門
の
医
学
に
も
情
熱
を
燃
や
し
た
｡
医
尊
で
の
「
斎
藤
先
生
」
の
講
義
は
熱
の
は
い
っ
た
も
の
で
、
教
壇
近
い
学
生
諸
君
の
顔
に
は
、
常
に
彼
の
唾
(
つ
ば
)
が
ペ
タ
ペ
タ
と
遠
慮
な
く
飛
散
し
た
｡
こ
ん
な
彼
の
熱
情
と
真
剣
味
が
あ
っ
た
れ
は
こ
そ
、
彼
は
自
分
の
病
気
と
も
強
く
た
た
か
い
、
そ
ん
な
中
か
ら
優
れ
た
歌
や
文
章
が
生
ま
れ
た
と
も
言
え
よ
う
｡
と
こ
ろ
で
、
彼
が
古
湯
温
泉
に
入
湯
し
て
、
十
日
目
の
九
月
二
十
日
あ
た
り
か
ら
、
疾
の
量
も
や
っ
と
減
り
、
九
月
二
十
三
日
か
ら
は
疾
に
血
の
色
が
つ
か
な
-
な
っ
た
と
い
う
｡
彼
の
喜
び
が
寮
せ
ら
れ
る
｡
つ
い
て
は
、
彼
が
古
湯
温
泉
に
来
る
前
'
雲
仙
で
詠
ん
だ
歌
や
綴
っ
た
随
筆
に
は
、
不
安
な
、
た
よ
り
な
い
哀
愁
が
多
く
龍
っ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
た
-
L
は
思
う
｡
も
だ
い
の
も
石
原
に
来
り
黙
せ
ば
わ
が
生
石
の
う
へ
過
ぎ
し
雲
の
か
げ
に
ひ
と
し
山
の
奥
に
こ
も
り
て
噴
け
る
あ
か
と
き
の
凋
き
け
ば
こ
ほ
ろ
ぎ
に
似
た
り
雲
仙
で
の
聞
病
中
の
彼
の
生
命
は
、
石
の
上
を
過
ぎ
去
っ
て
行
く
は
か
な
い
雲
の
影
の
あ
わ
れ
さ
に
も
等
し
か
っ
た
.
そ
し
て
ま
た
、
夏
の
雲
仙
の
朝
方
に
な
く
鯛
の
声
は
、
彼
の
胸
奥
に
は
余
り
に
も
淋
し
く
、
繊
弱
に
響
い
て
行
っ
た
｡
ま
た
、
雲
仙
絹
笠
山
の
山
腹
の
ベ
ン
チ
に
刻
さ
れ
た
ロ
シ
ア
文
字
を
見
て
は
、
(
紅
*
o
「
こ
れ
に
は
一
種
の
あ
わ
れ
が
感
じ
ら
れ
る
｡
安
価
な
あ
わ
れ
と
思
う
が
、
今
の
僕
に
は
こ
れ
が
嘘
で
は
な
い
よ
う
だ
｡
」
と
も
言
っ
て
い
る
｡
こ
ん
な
こ
と
は
'
其
の
頃
の
彼
を
思
え
ば
、
う
な
ず
け
る
こ
と
な
の
で
あ
る
｡
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
古
湯
温
泉
で
の
彼
は
、
か
な
り
心
身
の
健
康
を
取
り
戻
し
た
｡
雲
仙
や
唐
津
あ
た
り
で
は
、
気
が
向
か
な
か
っ
た
「
あ
ら
た
ま
」
の
草
稿
整
理
を
'
古
湯
温
泉
に
来
て
か
ら
、
や
っ
と
や
っ
て
み
た
い
気
に
な
っ
て
、
そ
れ
に
着
手
し
た
｡
途
中
風
邪
を
ひ
い
た
が
、
と
に
か
く
、
二
十
一
一
百
か
ら
整
理
に
か
か
っ
て
'
三
十
日
に
は
ど
う
に
か
編
集
完
了
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
｡
彼
の
歌
境
に
も
、
希
望
と
清
澄
と
明
朗
と
平
淡
と
が
見
え
て
き
た
｡
く
る
み
胡
桃
の
実
ま
だ
や
は
ら
か
き
頃
に
し
て
わ
れ
の
病
は
癒
え
ゆ
く
ら
む
か
し
す
秋
づ
き
て
寂
け
き
山
の
細
川
に
ま
さ
ご
流
れ
て
や
む
と
き
な
し
も
泥
M
E
E
?
み
づ
か
ら
の
生
愛
し
ま
む
日
を
経
つ
つ
川
上
が
は
に
月
照
り
に
け
り
此
等
三
首
は
古
湧
滞
在
中
の
作
品
だ
が
、
そ
ん
な
点
が
よ
-
う
か
が
え
る
と
思
う
0
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
く
れ
ば
、
こ
の
古
湯
で
温
泉
、
や
っ
と
、
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
が
、
事
実
上
誕
生
し
た
わ
け
な
(
註
6
)
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
か
ら
だ
け
で
も
、
彼
が
、
「
十
月
三
日
に
、
す
べ
て
に
感
謝
し
た
心
持
で
、
古
湯
を
立
っ
た
｡
」
と
い
う
彼
の
清
々
し
い
、
満
足
し
た
心
境
の
程
が
う
か
が
わ
れ
る
｡
余
程
、
古
湯
が
彼
に
は
気
に
入
っ
た
ら
し
い
｡
彼
に
と
っ
て
は
得
難
い
快
t
三
一
四
適
な
心
境
と
健
康
と
を
'
古
湯
温
泉
は
彼
に
取
り
戻
さ
せ
た
｡
山
の
温
泉
の
夜
、
流
れ
る
が
如
き
月
光
が
峡
間
を
照
ら
す
に
つ
け
て
も
、
ま
た
、
一
日
中
降
り
練
-
細
い
つ
め
た
い
雨
に
も
.
.
ま
た
、
山
の
温
泉
場
の
凋
ん
だ
真
珠
沙
華
に
も
、
そ
し
て
ま
た
、
彼
が
泊
っ
た
温
泉
宿
扇
屋
の
部
峯
の
前
に
落
ち
る
栗
に
も
、
彼
は
な
ん
だ
か
、
明
る
さ
を
感
得
し
て
行
っ
た
よ
う
だ
｡
宿
の
あ
た
り
の
山
の
ぎ
ん
な
ん
神
の
公
孫
樹
の
黄
色
な
銀
杏
の
落
ち
る
の
を
、
毎
朝
拾
う
の
が
楽
し
み
に
ま
で
な
っ
た
彼
だ
っ
た
｡
そ
し
て
、
あ
る
朝
'
「
ギ
ナ
ン
ヒ
ロ
コ
-
ナ
ラ
ヌ
持
主
稲
口
熊
蔵
」
と
か
い
た
木
札
が
公
孫
樹
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
の
を
見
て
苦
笑
し
た
彼
で
も
あ
っ
た
｡
古
濠
で
、
心
身
の
健
康
を
か
な
り
回
復
し
た
彼
は
、
「
あ
ら
た
ま
」
を
編
集
完
了
し
、
そ
し
て
、
「
あ
ら
た
ま
編
輯
手
記
」
を
書
い
て
み
た
い
気
に
な
り
、
其
の
「
手
記
」
の
中
に
、
そ
ん
な
事
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
さ
え
も
交
え
て
書
き
綴
り
、
古
湧
情
緒
を
な
つ
か
し
ん
だ
｡
そ
れ
は
十
月
l
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
翌
大
正
十
年
一
月
に
は
、
彼
は
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
を
春
陽
堂
か
ら
刊
行
し
た
｡
そ
し
て
、
十
月
に
は
熱
田
丸
で
横
浜
を
出
帆
、
医
学
研
究
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
'
そ
の
他
を
遍
歴
し
た
程
に
元
気
に
な
っ
た
｡
蓋
し
、
「
あ
ら
た
ま
」
に
次
ぐ
第
三
歌
集
「
つ
ゆ
じ
も
」
(
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
岩
波
書
店
刊
行
｡
)
は
、
長
崎
在
任
三
年
余
の
生
活
が
主
要
部
分
で
、
こ
の
期
間
中
は
、
作
歌
の
発
表
は
此
較
的
に
少
な
い
方
だ
っ
た
が
、
闘
病
生
活
と
い
う
悲
痛
な
人
生
苦
闘
の
時
期
も
あ
っ
た
だ
け
に
、
内
面
的
に
は
掘
り
下
げ
ら
れ
た
、
そ
れ
だ
け
に
、
彼
自
身
に
と
っ
て
は
感
慨
深
い
貴
重
な
作
品
が
生
れ
て
い
る
と
思
う
｡
そ
し
て
、
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
大
正
九
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
、
こ
の
古
湯
温
泉
滞
在
の
二
十
二
'
三
日
間
は
、
さ
し
て
長
期
と
も
言
え
な
い
が
、
そ
の
期
間
に
、
彼
が
残
し
た
作
品
は
、
そ
れ
は
歌
に
せ
よ
、
文
に
せ
よ
、
そ
の
頃
の
彼
の
作
品
と
し
て
は
、
か
な
り
の
明
る
さ
が
よ
み
が
え
っ
て
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
そ
し
て
、
今
ま
で
、
殆
ん
ど
放
置
の
か
た
ち
だ
っ
た
「
あ
ら
た
ま
」
の
草
稿
整
理
や
編
集
が
、
こ
の
古
湯
で
完
了
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
'
そ
れ
と
大
い
に
つ
な
が
り
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
｡
蓋
し
'
歌
人
斎
藤
茂
吉
の
古
湯
滞
在
は
彼
自
身
の
歌
の
展
開
の
上
か
ら
も
、
ま
た
彼
自
身
の
人
生
遍
歴
の
上
か
ら
も
、
決
し
て
看
過
さ
れ
な
い
有
意
義
な
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
み
じ
み
と
思
う
｡
そ
し
て
、
彼
の
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
の
草
稿
整
理
編
集
が
、
や
っ
と
、
彼
の
闘
病
生
活
中
の
山
の
温
泉
苗
場
で
完
了
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
時
、
彼
の
こ
の
古
湯
滞
在
は
、
大
正
十
年
一
月
の
「
あ
ら
た
ま
」
刊
行
へ
の
意
義
深
い
曙
光
を
高
-
強
く
か
か
げ
て
-
れ
た
も
の
と
も
言
う
べ
-
、
そ
し
て
ま
た
、
彼
の
第
三
歌
集
「
つ
ゆ
じ
も
」
の
歌
や
、
そ
の
頃
の
随
筆
な
ど
に
清
明
の
生
気
を
吹
き
込
ん
で
-
れ
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
(
註
1
)
「
短
歌
初
学
門
」
「
ド
ナ
ウ
源
流
行
」
等
と
共
に
へ
こ
の
「
作
歌
四
十
年
」
は
単
行
本
と
し
て
は
刊
行
さ
れ
て
は
い
な
い
が
'
斎
藤
茂
吉
全
集
五
十
六
巻
(
昭
和
二
十
七
年
-
三
十
二
年
)
に
収
め
ら
れ
た
｡
(
ィ
)
(
註
2
)
「
短
歌
に
於
け
る
写
生
の
説
」
-
「
又
今
の
世
に
'
も
ろ
こ
し
の
ふ
り
と
て
ま
ね
び
た
る
さ
ま
ざ
ま
あ
｡
｡
そ
の
大
C
O
は
'
ま
づ
何
を
か
く
に
も
'
ま
こ
と
の
物
の
や
う
を
よ
く
見
て
ま
ね
び
か
く
、
こ
れ
を
「
生
う
つ
L
L
と
か
い
ふ
｡
」
(
玉
勝
間
)
｡
「
短
歌
に
な
る
と
'
感
情
の
自
然
流
露
を
表
は
す
こ
と
も
亦
自
己
の
生
を
写
す
こ
と
に
な
り
'
実
相
観
人
に
な
り
'
写
生
に
な
る
の
で
あ
る
｡
〃
短
歌
上
の
写
生
〃
と
は
'
正
に
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
-
‥
」
(
註
3
)
「
短
歌
に
お
け
る
写
生
の
説
」
-
第
四
「
短
歌
と
写
生
」
一
家
言
-
「
実
相
に
観
大
し
て
自
然
・
自
己
一
元
の
生
を
写
す
｡
こ
れ
が
短
歌
上
の
写
生
で
あ
る
｡
」
(
註
4
)
「
温
泉
教
雑
記
」
(
註
5
)
「
温
泉
教
雑
記
」
(
註
6
)
「
あ
ら
た
ま
編
集
手
記
」
(
附
記
・
東
京
学
燈
社
国
文
解
釈
学
会
発
刊
「
国
文
学
」
八
一
九
六
三
・
二
月
号
)
の
拙
稿
「
茂
吉
と
古
湯
」
は
〃
近
代
短
歌
の
風
土
〃
と
い
う
特
集
号
の
趣
旨
に
沿
う
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
っ
て
'
そ
れ
は
'
言
わ
ば
'
本
稿
の
参
考
篇
と
も
言
う
べ
き
1
鴛
で
あ
る
｡
一
五
